
・
聖
書
詩
篇

■
　
令
和
二
年
十
二
月
研
究
課
題
資
料

舊
譯
聖
書
の
詩
歌

・
雅
歌

　
「
雅
歌
」
と
は
原
文
で
は
「
歌
の
中
の
最
高
の
歌
」

と
い
ふ
意
味
で
あ
る
。

　
男
女
の
戀
の
歌
で
あ
り
、
ユ
ダ
ヤ
敎
で
は
「
諸
書
」

の
う
ち
に
入
る
。
キ
リ
ス
ト
敎
で
は
傳
統
的
に
預
言

書
の
前
に
置
か
れ
る
。

・
詩
篇

　
舊
約
聖
書
に
收
め
ら
れ
た
百
五
十
篇
の
神
（
ヤ
ハ

ウ
ヱ
）
へ
の
讚
美
の
詩
。

・
詩
篇
の
解
説

　
ほ
と
ん
ど
の
詩
が
典
禮
（
禮
拜
・
奉
神
禮
）
に
用

ゐ
ら
れ
た
詩
と
神
へ
の
感
謝
の
詩
に
分
類
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
ユ
ダ
ヤ
敎
で
は
「
テ
ヒ
リ
ー
ム
」
（
讚

美
）
と
呼
ぶ
。
七
十
人
譯
聖
書
に
お
け
る
詩
篇
の
ギ

リ
シ
ャ
語
タ
イ
ト
ル
『
プ
サ
ル
モ
イ
』
は
、
（
心
を
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動
か
す
も
の
、
複
數
形
）
に
由
來
す
る
。
ユ
ダ
ヤ
敎

聖
書
の
排
列
で
は
「
諸
書
」
（
ケ
ス
ビ
ー
ム
）
の
一

つ
。

　
本
來
歌
唱
を
伴
ひ
、
い
く
つ
か
の
も
の
に
は
調
べ

の
指
定
が
註
釋
と
し
て
殘
さ
れ
て
ゐ
る
。
ヘ
ブ
ラ
イ

語
テ
キ
ス
ト
に
本
來
つ
け
ら
れ
た
曲
は
失
は
れ
て
ゐ

る
が
、
「
セ
ラ
」
「
ミ
ク
タ
ム
」
な
ど
の
曲
の
用
語

が
殘
さ
れ
て
ゐ
る
。
ま
た
テ
キ
ス
ト
か
ら
、
絃
樂
器
・

管
樂
器
（
ラ
ッ
パ
な
ど
）
・
打
樂
器
（
シ
ン
バ
ル
な

ど
）
を
用
ゐ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
現
在
、
ユ
ダ
ヤ

人
の
傳
統
的
樂
器
を
用
ゐ
て
曲
を
復
元
す
る
試
み
が

な
さ
れ
て
ゐ
る
。

　
ま
た
、
キ
リ
ス
ト
敎
の
傳
統
的
敎
派
で
は
、
多
く

詩
篇
は
歌
唱
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
樣
々
な
音
樂
家

に
よ
つ
て
作
曲
さ
れ
、
多
彩
な
音
樂
的
表
現
を
生
む

土
壤
と
も
な
つ
て
き
た
。

　
な
ほ
、
古
代
か
ら
の
傳
承
で
は
、
そ
の
多
く
が
ダ

ビ
デ
の
作
で
あ
る
と
さ
れ
て
ゐ
る
が
（
七
十
三
の
詩

篇
の
表
題
に
ダ
ビ
デ
の
名
が
現
れ
る
）
、
近
代
聖
書

學
の
高
等
批
評
的
に
は
否
定
さ
れ
て
ゐ
る
。
「
ダ
ビ
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デ
の
詩
」
な
ど
の
表
題
は
ダ
ビ
デ
に
よ
つ
て
書
か
れ

た
と
考
へ
ず
ダ
ビ
デ
に
獻
呈
さ
れ
た
詩
と
考
へ
る
研

究
者
が
多
い
。
法
的
作
品
は
モ
ー
セ
、
知
惠
的
作
品

は
ソ
ロ
モ
ン
、
音
樂
と
歌
は
ダ
ビ
デ
に
歸
す
る
こ
と

に
よ
る
權
威
付
け
の
意
義
も
考
へ
ら
れ
る
。
重
要
な

の
は
誰
が
作
つ
た
か
と
い
ふ
こ
と
で
は
な
く
共
同
體

に
受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
と
い
ふ
こ
と
で

あ
つ
た
。

　
市
販
の
聖
書
の
中
に
は
、
新
約
聖
書
全
卷
に
加
へ

て
舊
約
聖
書
の
中
か
ら
詩
篇
の
み
を
拔
萃
し
て
併
せ

て
收
録
し
、
『
新
約
聖
書 

詩
編
付
き
』
な
ど
の
表

題
で
發
行
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
も
あ
る
。

・
聖
詠
の
「
詩
篇
」
と
の
對
比

　
日
本
聖
書
協
會
譯
の
詩
篇
が
ヘ
ブ
ラ
イ
語
聖
書
を

底
本
に
し
て
ゐ
る
の
に
對
し
、
正
敎
會
の
聖
詠
は
七

十
人
譯
聖
書
を
底
本
に
し
て
ゐ
る
た
め
、
譯
文
の
違

ひ
の
み
な
ら
ず
、
區
切
り
方
・
數
へ
方
と
い
つ
た
構

成
も
多
少
異
な
る
。
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詩
篇
の
特
徴

詩
篇
を
書
い
た
著
者
の
三
分
の
一
は
不
明
で
、
分
か

つ
て
ゐ
る
限
り
、
最
低
七
人
の
書
き
手
が
ゐ
ま
す
。

そ
の
う
ち
の
一
人
で
あ
る
ダ
ビ
デ
王
は
、
七
十
三
篇

分
の
詩
篇
を
書
き
ま
し
た
。

詩
篇
は
、
聖
書
の
中
で
最
も
長
い
本
で
す
が
、
詩
篇

百
十
九
篇
は
百
七
十
六
節
の
聖
句
が
あ
り
、
聖
書
の

中
で
最
も
長
い
章
と
な
つ
て
ゐ
ま
す
。
一
方
で
詩
篇

百
十
七
篇
は
た
つ
た
二
節
し
か
な
く
、
聖
書
の
中
で

最
も
短
い
章
で
す
。

ま
た
詩
篇
は
、
新
約
聖
書
の
著
者
や
登
場
人
物
に
よ

つ
て
四
百
回
以
上
も
引
用
さ
れ
る
舊
約
聖
書
の
本
で

す
。
新
約
聖
書
に
含
ま
れ
て
ゐ
る
全
節
數
は
一
般
的

に
七
千
九
百
五
十
七
節
と
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
、
新
約

聖
書
の
お
よ
そ
五
％
が
詩
篇
か
ら
來
て
ゐ
る
と
言
へ

る
で
せ
う
。

4 / 5

 C
:\

Us
er

s\
12

34
\D

es
kt

op
\

聖
書
詩
篇.

tx
t



詩
篇
の
構
成
に
つ
い
て

詩
篇
は
、
聖
書
の
編
輯
者
に
よ
つ
て
五
つ
の
小
さ
な

本
に
分
割
さ
れ
て
ゐ
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
「

ア
ー
メ
ン
、
ア
ー
メ
ン
」
と
い
ふ
表
現
に
よ
つ
て
、

卷
末
が
結
ば
れ
て
ゐ
ま
す
。

・
第
一
卷
：
第
一
篇
か
ら
第
四
十
一
篇

・
第
二
卷
：
第
四
十
二
篇
か
ら
第
七
十
二
篇

・
第
三
卷
：
第
七
十
三
篇
か
ら
第
八
十
九
篇

・
第
四
卷
：
第
九
十
篇
か
ら
第
百
六
篇

・
第
五
卷
：
第
百
七
篇
か
ら
第
百
五
十
篇
）
。

ま
た
、
ユ
ダ
ヤ
敎
の
ラ
ビ
た
ち
の
間
で
は
一
般
的
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
卷
が
モ
ー
セ
五
書
の
構
成
と
對
應
し
て

ゐ
る
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
ま
す

第
一
卷
＝
創
世
記

第
二
卷
＝
出
埃
及
記

第
三
卷
＝
レ
ビ
記

第
四
卷
＝
民
數
記

第
五
卷
＝
申
命
記
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